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輪を広げ 未来につながる奉仕を●会長標語 会長  関　 和  之

今週のプログラム
●第2715回（1/27）
●会場 京王プラザホテル八王子

次回のプログラム
●第2716回（2/3）
●会場 京王プラザホテル八王子

イマジン ロータリー

＊会員卓話
　鳥羽正浩会員　
　「八王子市のコロナ対策と医師会」

＊三祝　＊100％表彰
＊イニシエーションスピーチ
　天野順也会員

八王子芸妓衆
         による新春の舞

令和５年

◇
司
会  

伊
藤
則
久
会
場
監
督

◇
開
会
点
鐘
　
関
　
和
之 

会
長

◇
君
が
代
斉
唱

◇
Ｒ
ソ
ン
グ 

奉
仕
の
理
想

◇
乾
杯　
金
子
裕
二
直
前
会
長

◇
食
事
と
交
歓　
和
食

◇
出
席
報
告

　
岡
本
信
之
出
席
委
員
長

　
会
員
１
０
５
名
中
68
名
出
席
。

　
出
席
率
69
・
39
％
。前
々
回
12
月

　
16
日
の
出
席
率
61
・
62
％
を

　
75
・
76
％
に
修
正
し
ま
す
。

◇
ニ
コ
ニ
コ
発
表　
松
島
勝
財
務
委
員
長

例
　
会
　
報
　
告

第
２
７
１
３
回
●
２
０
２
３
・
１
・
13
（
金
）

初 例 会
新春の初祝は、三祝・年男・還暦・喜寿・傘寿・米寿のお祝い。

おめでとうございます。

①若水 ②初春 ③お正月さわぎ

ニ
コ
ニ
コ
発
表
／

松
島
財
務
委
員
長

出
席
報
告
／

岡
本
出
席
委
員
長

乾
杯
／

金
子
直
前
会
長

司
会
／

伊
藤
会
場
監
督

八王子芸妓衆
　　　   による新春の舞
①若水 ②初春 ③お正月さわぎ
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会
員
令
夫
人
誕
生
祝

黒
須
　
絹
子
様

八
木
　
理
恵
様

相
川
　
京
子
様

関
　
安
基
子
様

門
倉
　
千
鶴
様

秋
間
　
貴
子
様

北
澤
さ
ゆ
り
様

佐
々
木
玲
子
様

結
婚
記
念
祝

年
男
・
米
寿
・
傘
寿
・
喜
寿
・
還
暦
祝

会
員
誕
生
祝

大
田
　
吉
彦
　
88
歳
（
米
寿
）

石
井
　
昭
久
　
80
歳
（
傘
寿
）

菊
池
　
功
　
　
80
歳
（
傘
寿
）

明
利
　
彊
　
　
77
歳
（
喜
寿
）

倉
田
　
正
　
　
77
歳
（
喜
寿
）

馬
場
　
榮
次
　
77
歳
（
喜
寿
）

山
本
　
正
光
　
77
歳
（
喜
寿
）

久
保
　
英
生
　
72
歳
（
年
男
）

末
木
　
博
　
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

神
辺
　
和
幸
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

渡
辺
　
範
義
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

山
本
　
俊
明
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

笠
井
　
豊
　
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

馬
場
　
義
和
　
48
歳
（
年
男
）

新
春
1
月
三
祝

黒
須
　
隆
一
　
81
回

明
利
　
彊
　
　
77
回

福
山
　
眞
吾
　
76
回

金
子
　
裕
二
　
67
回

末
木
　
博
　
　
60
回

伊
藤
　
則
久
　
57
回

安
田
　
新
　
　
55
回

坂
本
　
健
造
　
54
回

小
林
　
秀
司
　
49
回

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

＊
会
費
納
入
の
ご
案
内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
及
び
メ
ー
ル
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

　
下
半
期
の
会
費
は
14
万
円
＋
予

　
納
金
１
万
円
の
合
計
15
万
円
、

　
特
別
功
労
会
員
は
会
費
５
万
円

　
＋
予
納
金
１
万
円
の
合
計
６
万

　
円
で
す
。１
／
31
ま
で
に
ご
納
入

　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

　
11
号
、ガ
バ
ナ
ー
月
信
の
会
員
数

　
ペ
ー
ジ
と
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
フ
ェロ
ー
紹

　
介
ペ
ー
ジ
の
両
面
コ
ピ
ー
を
配
付

　
い
た
し
ま
し
た
。

＊
ホ
テ
ル
１
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
の
コ
ー
ヒ
ー

　
が
５
０
０
円
か
ら
６
６
０
円
に
変

　
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
三
祝
　（
敬
称
略
）

　
会
員
誕
生
祝

　
黒
須
隆
一
・
明
利
彊
・
福
山
眞

　
吾
・
金
子
裕
二
・
末
木
博
・
伊

　
藤
則
久
・
安
田
新
・
坂
本
健
造
・

　
小
林
秀
司

　会
員
令
夫
人
誕
生
祝

　
関
安
基
子
様
・
相
川
京
子
様

　
八
木
理
絵
様
・
秋
間
貴
子
様

　
黒
須
絹
子
様
・
門
倉
千
鶴
様

　
北
澤
さ
ゆ
り
様
・
佐
々
木
玲
子
様

　結
婚
記
念
祝

　
樫
﨑
博
・
坂
本
健
造
・
相
川
博
・

　
瀬
沼
庄
次
郎
・
岩
田
祐
樹

◇
新
春
の
舞
　
八
王
子
芸
妓
衆

◇
閉
会
点
鐘
　
関
和
之
会
長

◇
会
長
挨
拶
　
関
　
和
之
会
長
　

＊
皆
さ
ま
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ

　
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
散
田

　
に
生
ま
れ
た
の
で
子
供
の
頃
か
ら

　
高
宰
神
社
に
初
詣
に
行
っ
て
い
ま

　
す
。信
仰
心
が
篤
い
わ
け
で
は
な

　
い
の
で
す
が
清
々
し
い
気
持
ち
に

　
な
り
ま
し
た
。今
年
の
初
詣
で
は

　
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
会
い
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
毎
年
１
月
に
そ
の
年
の
テ
ー
マ
を

　
決
め
て
い
ま
し
て
、今
年
は
「
心

　
と
体
の
健
康
」に
し
ま
し
た
。

＊
お
正
月
に
京
都
の
智
積
院
の
宿

　
坊
に
一
泊
し
、朝
６
時
か
ら
の
読

　
経
に
参
加
し
ま
し
た
。１
時
間
ほ

　
ど
扉
の
開
い
た
広
間
で
相
当
寒

　
か
っ
た
で
す
。精
進
料
理
を
選
ん

　
だ
の
は
我
々
含
め
て
二
組
で
、他
の

　
方
々
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
し
た
。

＊
２
月
に
は
地
区
大
会
、３
月
に
は

　
タ
イ
で
の
浄
水
器
設
置
の
式
典
、

　
ま
た
館
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学

　
の
移
動
例
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。残

　
り
半
年
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

　
だ
き
、皆
さ
ま
も
心
と
体
の
健
康

　
に
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

◇
幹
事
報
告
　
榊
田
義
久
幹
事

＊
昨
年
12
月
末
で
小
杉
吉
己
会
員

　
が
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

樫
﨑
　
博
　
　
52
回

坂
本
　
健
造
　
29
回

相
川
　
博
　
　
27
回

瀬
沼
庄
次
郎
　
24
回

岩
田
　
祐
樹
　
20
回

会
長
挨
拶
／

関

　和
之
会
長

幹
事
報
告
／

榊
田
義
久
幹
事

　
天
正
10
年
３
月
武
田
家
滅
亡

後
、
原
某
と
い
う
武
将
が
松
姫
を

伴
っ
て
八
王
子
入
り
し
、
小
津
へ

住
み
着
き
、そ
こ
で
棒
術
を
伝
え
、

そ
れ
が
起
源
と
な
り
獅
子
舞
と
一

体
化
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
獅
子
舞
で
は

２
頭
の
オ
ス
が
１
頭
の
メ
ス
を

巡
っ
て
争
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
ち
、
そ
の
独
特
の
世
界
観
が

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
神
事
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変
革
が
出

来
ず
、
見
る
人
に
よ
っ
て
は
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
後
継
者
不
足
も

大
き
な
課
題
で
、
子
ど
も
達
を
巻

き
込
む
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　Y
ouT
ube

で
〝
小
津
獅
子
舞

太
刀
保
存
会
〞
と
検
索
す
る
と
棒

術
の
型
と
獅
子
舞
の
演
武
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

３
．
松
姫
（
信
松
尼
）
と
織
田
信

　
忠
　
そ
し
て
　
卜
山
和
尚

　
戦
国
時
代
、
織
田
家
と
武
田
家

の
同
盟
の
証
と
し
て
、
松
姫
（
７

歳
）
と
信
忠
（
11
歳
）
の
婚
約
が

成
立
し
ま
し
た
。し
か
し
、三
方
ヶ

原
の
戦
い
の
際
、
徳
川
側
を
支
持

し
た
織
田
家
と
武
田
家
は
手
を
切

る
こ
と
に
な
り
、
二
人
の
婚
約
も

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
相
思
相
愛
の

間
を
引
き
裂
か
れ
た
二
人
の
気
持

ち
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？

　
武
田
家
滅
亡
の
後
、
恩
方
に
逃

れ
て
き
た
松
姫
は
金
照
庵
に
入
り

ま
す
。
元
婚
約
者
の
織
田
信
忠
は

本
能
寺
の
変
（
１
５
８
２
年
、
武

田
家
滅
亡
と
同
年
）
で
自
刃
し
、

松
姫
は
下
恩
方
の
心
源
院
で
隋
翁

舜
悦
卜
山
和
尚
の
下
で
剃
髪
さ
れ

仏
弟
子
と
な
り
、
信
忠
の
冥
福
を

祈
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
松
姫
、

22
歳
の
こ
と
で
す
。

　
卜
山
和
尚
に
つ
い
て
は
、
書
物

が
出
て
お
り
、興
味
の
あ
る
方
は
、

図
書
館
等
で
ご
覧
下
さ
い
。
写
真

は
渕
上
安
会
員
か
ら
の
提
供
に
な

る
も
の
で
す
。

４
．
夕
焼
け
小
焼
け

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
中
村
雨
紅

　
中
村
雨
紅
直
筆
の
書
（
写
真
提

供
：
渕
上
会
員
）

　
中
村
雨
紅
は
現
在
の
上
恩
方
の

宮
尾
神
社
の
宮
司
の
子
供
と
し
て

生
ま
れ
、
二
十
歳
の
頃
、
叔
母
の

〈
は
じ
め
に
〉

　
獅
子
舞
が
好
き
で
恩
方
が
好
き

で
す
。
今
日
の
話
を
き
っ
か
け
に

皆
様
も
獅
子
舞
や
恩
方
、
ひ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
お
住
ま
い
の
地
域
の

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

１
．
八
王
子
の
獅
子
舞

　「
獅
子
舞
」
は
地
域
の
五
穀
豊

穣
、
雨
乞
い
、
悪
魔
退
散
な
ど
を

祈
願
す
る
神
事
で
す
。
今
で
も
八

王
子
で
は
美
山
（
日
枝
神
社
）、

小
津
（
熊
野
神
社
）、
高
尾
（
熊

野
神
社
、
氷
川
神
社
）、
狭
間
（
御

嶽
神
社
）、
四
谷
（
諏
訪
神
社
）、

上
川
（
正
福
寺
、
今
熊
神
社
）、

上
川
（
田
守
神
社
）、
石
川
（
西

蓮
寺
、
御
嶽
神
社
）
で
実
演
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
谷
、
石
川
は
龍

頭
の
舞
。
機
会
を
見
つ
け
て
是
非

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

２
．
恩
方
地
区
小
津
の
獅
子
舞
太

　
刀
保
存
会
　
獅
子
の
由
来
と
太 

　
刀
（
棒
術
）

「
八
王
子
の
獅
子
舞
と
恩
方
の
歴
史
」

２
０
２
３
年
１
月
20
日
（
金
）

卓
話

八王子指定文化財芸能団体協議会

会   長   山下正男氏

家
で
あ
る
中
村
家
の
養
子
と
な
り

ま
し
た
。
師
範
学
校
を
卒
業
し
、

日
暮
里
の
小
学
校
へ
勤
務
。
そ
の

通
勤
の
た
め
、
恩
方
か
ら
八
王
子

駅
ま
で
歩
い
て
通
い
、（
一
説
で

は
）
そ
の
途
上
、
渕
上
会
員
宅
で

休
息
し
た
折
り
、こ
の
有
名
な『
夕

焼
小
焼
』を
書
い
た
と
の
事
で
す
。

そ
の
証
と
し
て
渕
上
家
に
直
筆
の

書
（
写
真
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

５
．漂
流
怪
人
／
き
だ
み
の
る（
山

　
田
吉
彦
）

　
き
だ
み
の
る
（
本
名
　
山
田
吉

彦
）は
小
説
家
、翻
訳
家
。『
フ
ァ
ー

ブ
ル
昆
虫
記
』
の
翻
訳
な
ど
多
数

の
小
説
、
随
筆
、
翻
訳
が
あ
り
ま

す
。

　
戦
中
戦
後
の
長
い
期
間
、
恩
方

村
の
廃
寺
に
住
ま
い
し
て
い
ま
し

た
。
晩
年
の
行
状
に
つ
い
て
は
、

嵐
山
光
三
郎
の
著
書『
漂
流
怪
人
・

き
だ
み
の
る
』
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
本
に
出
て
い
な
い
よ
う
な
地
域

の
歴
史
、
埋
も
れ
た
歴
史
を
知
る

こ
と
は
非
常
に
楽
し
い
こ
と
で

す
。
歴
史
を
知
る
こ
と
は
未
来
を

拓
く
糧
と
な
り
ま
す
。
糧
を
得
れ

ば
元
気
が
出
ま
す
。
元
気
が
出
れ

ば
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
健
康
一
番
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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須
　
隆
一
　
81
回

明
利
　
彊
　
　
77
回

福
山
　
眞
吾
　
76
回

金
子
　
裕
二
　
67
回

末
木
　
博
　
　
60
回

伊
藤
　
則
久
　
57
回

安
田
　
新
　
　
55
回

坂
本
　
健
造
　
54
回

小
林
　
秀
司
　
49
回

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

＊
会
費
納
入
の
ご
案
内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
及
び
メ
ー
ル
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

　
下
半
期
の
会
費
は
14
万
円
＋
予

　
納
金
１
万
円
の
合
計
15
万
円
、

　
特
別
功
労
会
員
は
会
費
５
万
円

　
＋
予
納
金
１
万
円
の
合
計
６
万

　
円
で
す
。１
／
31
ま
で
に
ご
納
入

　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

　
11
号
、ガ
バ
ナ
ー
月
信
の
会
員
数

　
ペ
ー
ジ
と
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
フ
ェロ
ー
紹

　
介
ペ
ー
ジ
の
両
面
コ
ピ
ー
を
配
付

　
い
た
し
ま
し
た
。

＊
ホ
テ
ル
１
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
の
コ
ー
ヒ
ー

　
が
５
０
０
円
か
ら
６
６
０
円
に
変

　
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
三
祝
　（
敬
称
略
）

　
会
員
誕
生
祝

　
黒
須
隆
一
・
明
利
彊
・
福
山
眞

　
吾
・
金
子
裕
二
・
末
木
博
・
伊

　
藤
則
久
・
安
田
新
・
坂
本
健
造
・

　
小
林
秀
司

　会
員
令
夫
人
誕
生
祝

　
関
安
基
子
様
・
相
川
京
子
様

　
八
木
理
絵
様
・
秋
間
貴
子
様

　
黒
須
絹
子
様
・
門
倉
千
鶴
様

　
北
澤
さ
ゆ
り
様
・
佐
々
木
玲
子
様

　結
婚
記
念
祝

　
樫
﨑
博
・
坂
本
健
造
・
相
川
博
・

　
瀬
沼
庄
次
郎
・
岩
田
祐
樹

◇
新
春
の
舞
　
八
王
子
芸
妓
衆

◇
閉
会
点
鐘
　
関
和
之
会
長

◇
会
長
挨
拶
　
関
　
和
之
会
長
　

＊
皆
さ
ま
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ

　
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
散
田

　
に
生
ま
れ
た
の
で
子
供
の
頃
か
ら

　
高
宰
神
社
に
初
詣
に
行
っ
て
い
ま

　
す
。信
仰
心
が
篤
い
わ
け
で
は
な

　
い
の
で
す
が
清
々
し
い
気
持
ち
に

　
な
り
ま
し
た
。今
年
の
初
詣
で
は

　
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
会
い
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
毎
年
１
月
に
そ
の
年
の
テ
ー
マ
を

　
決
め
て
い
ま
し
て
、今
年
は
「
心

　
と
体
の
健
康
」に
し
ま
し
た
。

＊
お
正
月
に
京
都
の
智
積
院
の
宿

　
坊
に
一
泊
し
、朝
６
時
か
ら
の
読

　
経
に
参
加
し
ま
し
た
。１
時
間
ほ

　
ど
扉
の
開
い
た
広
間
で
相
当
寒

　
か
っ
た
で
す
。精
進
料
理
を
選
ん

　
だ
の
は
我
々
含
め
て
二
組
で
、他
の

　
方
々
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
し
た
。

＊
２
月
に
は
地
区
大
会
、３
月
に
は

　
タ
イ
で
の
浄
水
器
設
置
の
式
典
、

　
ま
た
館
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学

　
の
移
動
例
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。残

　
り
半
年
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

　
だ
き
、皆
さ
ま
も
心
と
体
の
健
康

　
に
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

◇
幹
事
報
告
　
榊
田
義
久
幹
事

＊
昨
年
12
月
末
で
小
杉
吉
己
会
員

　
が
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

樫
﨑
　
博
　
　
52
回

坂
本
　
健
造
　
29
回

相
川
　
博
　
　
27
回

瀬
沼
庄
次
郎
　
24
回

岩
田
　
祐
樹
　
20
回

会
長
挨
拶
／

関

　和
之
会
長

幹
事
報
告
／

榊
田
義
久
幹
事

　
天
正
10
年
３
月
武
田
家
滅
亡

後
、
原
某
と
い
う
武
将
が
松
姫
を

伴
っ
て
八
王
子
入
り
し
、
小
津
へ

住
み
着
き
、そ
こ
で
棒
術
を
伝
え
、

そ
れ
が
起
源
と
な
り
獅
子
舞
と
一

体
化
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
獅
子
舞
で
は

２
頭
の
オ
ス
が
１
頭
の
メ
ス
を

巡
っ
て
争
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
ち
、
そ
の
独
特
の
世
界
観
が

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
神
事
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変
革
が
出

来
ず
、
見
る
人
に
よ
っ
て
は
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
後
継
者
不
足
も

大
き
な
課
題
で
、
子
ど
も
達
を
巻

き
込
む
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　Y
ouT
ube

で
〝
小
津
獅
子
舞

太
刀
保
存
会
〞
と
検
索
す
る
と
棒

術
の
型
と
獅
子
舞
の
演
武
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

３
．
松
姫
（
信
松
尼
）
と
織
田
信

　
忠
　
そ
し
て
　
卜
山
和
尚

　
戦
国
時
代
、
織
田
家
と
武
田
家

の
同
盟
の
証
と
し
て
、
松
姫
（
７

歳
）
と
信
忠
（
11
歳
）
の
婚
約
が

成
立
し
ま
し
た
。し
か
し
、三
方
ヶ

原
の
戦
い
の
際
、
徳
川
側
を
支
持

し
た
織
田
家
と
武
田
家
は
手
を
切

る
こ
と
に
な
り
、
二
人
の
婚
約
も

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
相
思
相
愛
の

間
を
引
き
裂
か
れ
た
二
人
の
気
持

ち
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？

　
武
田
家
滅
亡
の
後
、
恩
方
に
逃

れ
て
き
た
松
姫
は
金
照
庵
に
入
り

ま
す
。
元
婚
約
者
の
織
田
信
忠
は

本
能
寺
の
変
（
１
５
８
２
年
、
武

田
家
滅
亡
と
同
年
）
で
自
刃
し
、

松
姫
は
下
恩
方
の
心
源
院
で
隋
翁

舜
悦
卜
山
和
尚
の
下
で
剃
髪
さ
れ

仏
弟
子
と
な
り
、
信
忠
の
冥
福
を

祈
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
松
姫
、

22
歳
の
こ
と
で
す
。

　
卜
山
和
尚
に
つ
い
て
は
、
書
物

が
出
て
お
り
、興
味
の
あ
る
方
は
、

図
書
館
等
で
ご
覧
下
さ
い
。
写
真

は
渕
上
安
会
員
か
ら
の
提
供
に
な

る
も
の
で
す
。

４
．
夕
焼
け
小
焼
け

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
中
村
雨
紅

　
中
村
雨
紅
直
筆
の
書
（
写
真
提

供
：
渕
上
会
員
）

　
中
村
雨
紅
は
現
在
の
上
恩
方
の

宮
尾
神
社
の
宮
司
の
子
供
と
し
て

生
ま
れ
、
二
十
歳
の
頃
、
叔
母
の

〈
は
じ
め
に
〉

　
獅
子
舞
が
好
き
で
恩
方
が
好
き

で
す
。
今
日
の
話
を
き
っ
か
け
に

皆
様
も
獅
子
舞
や
恩
方
、
ひ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
お
住
ま
い
の
地
域
の

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

１
．
八
王
子
の
獅
子
舞

　「
獅
子
舞
」
は
地
域
の
五
穀
豊

穣
、
雨
乞
い
、
悪
魔
退
散
な
ど
を

祈
願
す
る
神
事
で
す
。
今
で
も
八

王
子
で
は
美
山
（
日
枝
神
社
）、

小
津
（
熊
野
神
社
）、
高
尾
（
熊

野
神
社
、
氷
川
神
社
）、
狭
間
（
御

嶽
神
社
）、
四
谷
（
諏
訪
神
社
）、

上
川
（
正
福
寺
、
今
熊
神
社
）、

上
川
（
田
守
神
社
）、
石
川
（
西

蓮
寺
、
御
嶽
神
社
）
で
実
演
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
谷
、
石
川
は
龍

頭
の
舞
。
機
会
を
見
つ
け
て
是
非

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

２
．
恩
方
地
区
小
津
の
獅
子
舞
太

　
刀
保
存
会
　
獅
子
の
由
来
と
太 

　
刀
（
棒
術
）

「
八
王
子
の
獅
子
舞
と
恩
方
の
歴
史
」

２
０
２
３
年
１
月
20
日
（
金
）

卓
話

八王子指定文化財芸能団体協議会

会   長   山下正男氏

家
で
あ
る
中
村
家
の
養
子
と
な
り

ま
し
た
。
師
範
学
校
を
卒
業
し
、

日
暮
里
の
小
学
校
へ
勤
務
。
そ
の

通
勤
の
た
め
、
恩
方
か
ら
八
王
子

駅
ま
で
歩
い
て
通
い
、（
一
説
で

は
）
そ
の
途
上
、
渕
上
会
員
宅
で

休
息
し
た
折
り
、こ
の
有
名
な『
夕

焼
小
焼
』を
書
い
た
と
の
事
で
す
。

そ
の
証
と
し
て
渕
上
家
に
直
筆
の

書
（
写
真
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

５
．漂
流
怪
人
／
き
だ
み
の
る（
山

　
田
吉
彦
）

　
き
だ
み
の
る
（
本
名
　
山
田
吉

彦
）は
小
説
家
、翻
訳
家
。『
フ
ァ
ー

ブ
ル
昆
虫
記
』
の
翻
訳
な
ど
多
数

の
小
説
、
随
筆
、
翻
訳
が
あ
り
ま

す
。

　
戦
中
戦
後
の
長
い
期
間
、
恩
方

村
の
廃
寺
に
住
ま
い
し
て
い
ま
し

た
。
晩
年
の
行
状
に
つ
い
て
は
、

嵐
山
光
三
郎
の
著
書『
漂
流
怪
人
・

き
だ
み
の
る
』
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
本
に
出
て
い
な
い
よ
う
な
地
域

の
歴
史
、
埋
も
れ
た
歴
史
を
知
る

こ
と
は
非
常
に
楽
し
い
こ
と
で

す
。
歴
史
を
知
る
こ
と
は
未
来
を

拓
く
糧
と
な
り
ま
す
。
糧
を
得
れ

ば
元
気
が
出
ま
す
。
元
気
が
出
れ

ば
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
健
康
一
番
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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会
員
令
夫
人
誕
生
祝

黒
須
　
絹
子
様

八
木
　
理
恵
様

相
川
　
京
子
様

関
　
安
基
子
様

門
倉
　
千
鶴
様

秋
間
　
貴
子
様

北
澤
さ
ゆ
り
様

佐
々
木
玲
子
様

結
婚
記
念
祝

年
男
・
米
寿
・
傘
寿
・
喜
寿
・
還
暦
祝

会
員
誕
生
祝

大
田
　
吉
彦
　
88
歳
（
米
寿
）

石
井
　
昭
久
　
80
歳
（
傘
寿
）

菊
池
　
功
　
　
80
歳
（
傘
寿
）

明
利
　
彊
　
　
77
歳
（
喜
寿
）

倉
田
　
正
　
　
77
歳
（
喜
寿
）

馬
場
　
榮
次
　
77
歳
（
喜
寿
）

山
本
　
正
光
　
77
歳
（
喜
寿
）

久
保
　
英
生
　
72
歳
（
年
男
）

末
木
　
博
　
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

神
辺
　
和
幸
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

渡
辺
　
範
義
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

山
本
　
俊
明
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

笠
井
　
豊
　
　
60
歳
（
年
男
・
還
暦
）

馬
場
　
義
和
　
48
歳
（
年
男
）

新
春
1
月
三
祝

黒
須
　
隆
一
　
81
回

明
利
　
彊
　
　
77
回

福
山
　
眞
吾
　
76
回

金
子
　
裕
二
　
67
回

末
木
　
博
　
　
60
回

伊
藤
　
則
久
　
57
回

安
田
　
新
　
　
55
回

坂
本
　
健
造
　
54
回

小
林
　
秀
司
　
49
回

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

＊
会
費
納
入
の
ご
案
内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
及
び
メ
ー
ル
で
配
信
い
た
し
ま
す
。

　
下
半
期
の
会
費
は
14
万
円
＋
予

　
納
金
１
万
円
の
合
計
15
万
円
、

　
特
別
功
労
会
員
は
会
費
５
万
円

　
＋
予
納
金
１
万
円
の
合
計
６
万

　
円
で
す
。１
／
31
ま
で
に
ご
納
入

　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

　
11
号
、ガ
バ
ナ
ー
月
信
の
会
員
数

　
ペ
ー
ジ
と
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
フ
ェロ
ー
紹

　
介
ペ
ー
ジ
の
両
面
コ
ピ
ー
を
配
付

　
い
た
し
ま
し
た
。

＊
ホ
テ
ル
１
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
の
コ
ー
ヒ
ー

　
が
５
０
０
円
か
ら
６
６
０
円
に
変

　
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
三
祝
　（
敬
称
略
）

　
会
員
誕
生
祝

　
黒
須
隆
一
・
明
利
彊
・
福
山
眞

　
吾
・
金
子
裕
二
・
末
木
博
・
伊

　
藤
則
久
・
安
田
新
・
坂
本
健
造
・

　
小
林
秀
司

　会
員
令
夫
人
誕
生
祝

　
関
安
基
子
様
・
相
川
京
子
様

　
八
木
理
絵
様
・
秋
間
貴
子
様

　
黒
須
絹
子
様
・
門
倉
千
鶴
様

　
北
澤
さ
ゆ
り
様
・
佐
々
木
玲
子
様

　結
婚
記
念
祝

　
樫
﨑
博
・
坂
本
健
造
・
相
川
博
・

　
瀬
沼
庄
次
郎
・
岩
田
祐
樹

◇
新
春
の
舞
　
八
王
子
芸
妓
衆

◇
閉
会
点
鐘
　
関
和
之
会
長

◇
会
長
挨
拶
　
関
　
和
之
会
長
　

＊
皆
さ
ま
良
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ

　
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
散
田

　
に
生
ま
れ
た
の
で
子
供
の
頃
か
ら

　
高
宰
神
社
に
初
詣
に
行
っ
て
い
ま

　
す
。信
仰
心
が
篤
い
わ
け
で
は
な

　
い
の
で
す
が
清
々
し
い
気
持
ち
に

　
な
り
ま
し
た
。今
年
の
初
詣
で
は

　
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
会
い
す
る
こ

　
と
が
で
き
ま
し
た
。

＊
毎
年
１
月
に
そ
の
年
の
テ
ー
マ
を

　
決
め
て
い
ま
し
て
、今
年
は
「
心

　
と
体
の
健
康
」に
し
ま
し
た
。

＊
お
正
月
に
京
都
の
智
積
院
の
宿

　
坊
に
一
泊
し
、朝
６
時
か
ら
の
読

　
経
に
参
加
し
ま
し
た
。１
時
間
ほ

　
ど
扉
の
開
い
た
広
間
で
相
当
寒

　
か
っ
た
で
す
。精
進
料
理
を
選
ん

　
だ
の
は
我
々
含
め
て
二
組
で
、他
の

　
方
々
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
し
た
。

＊
２
月
に
は
地
区
大
会
、３
月
に
は

　
タ
イ
で
の
浄
水
器
設
置
の
式
典
、

　
ま
た
館
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見
学

　
の
移
動
例
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。残

　
り
半
年
引
き
続
き
ご
協
力
い
た

　
だ
き
、皆
さ
ま
も
心
と
体
の
健
康

　
に
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

◇
幹
事
報
告
　
榊
田
義
久
幹
事

＊
昨
年
12
月
末
で
小
杉
吉
己
会
員

　
が
退
会
さ
れ
ま
し
た
。

樫
﨑
　
博
　
　
52
回

坂
本
　
健
造
　
29
回

相
川
　
博
　
　
27
回

瀬
沼
庄
次
郎
　
24
回

岩
田
　
祐
樹
　
20
回

会
長
挨
拶
／

関

　和
之
会
長

幹
事
報
告
／

榊
田
義
久
幹
事

　
天
正
10
年
３
月
武
田
家
滅
亡

後
、
原
某
と
い
う
武
将
が
松
姫
を

伴
っ
て
八
王
子
入
り
し
、
小
津
へ

住
み
着
き
、そ
こ
で
棒
術
を
伝
え
、

そ
れ
が
起
源
と
な
り
獅
子
舞
と
一

体
化
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
獅
子
舞
で
は

２
頭
の
オ
ス
が
１
頭
の
メ
ス
を

巡
っ
て
争
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
ち
、
そ
の
独
特
の
世
界
観
が

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
神
事
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
変
革
が
出

来
ず
、
見
る
人
に
よ
っ
て
は
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
、
後
継
者
不
足
も

大
き
な
課
題
で
、
子
ど
も
達
を
巻

き
込
む
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　Y
ouT
ube

で
〝
小
津
獅
子
舞

太
刀
保
存
会
〞
と
検
索
す
る
と
棒

術
の
型
と
獅
子
舞
の
演
武
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

３
．
松
姫
（
信
松
尼
）
と
織
田
信

　
忠
　
そ
し
て
　
卜
山
和
尚

　
戦
国
時
代
、
織
田
家
と
武
田
家

の
同
盟
の
証
と
し
て
、
松
姫
（
７

歳
）
と
信
忠
（
11
歳
）
の
婚
約
が

成
立
し
ま
し
た
。し
か
し
、三
方
ヶ

原
の
戦
い
の
際
、
徳
川
側
を
支
持

し
た
織
田
家
と
武
田
家
は
手
を
切

る
こ
と
に
な
り
、
二
人
の
婚
約
も

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
相
思
相
愛
の

間
を
引
き
裂
か
れ
た
二
人
の
気
持

ち
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？

　
武
田
家
滅
亡
の
後
、
恩
方
に
逃

れ
て
き
た
松
姫
は
金
照
庵
に
入
り

ま
す
。
元
婚
約
者
の
織
田
信
忠
は

本
能
寺
の
変
（
１
５
８
２
年
、
武

田
家
滅
亡
と
同
年
）
で
自
刃
し
、

松
姫
は
下
恩
方
の
心
源
院
で
隋
翁

舜
悦
卜
山
和
尚
の
下
で
剃
髪
さ
れ

仏
弟
子
と
な
り
、
信
忠
の
冥
福
を

祈
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
松
姫
、

22
歳
の
こ
と
で
す
。

　
卜
山
和
尚
に
つ
い
て
は
、
書
物

が
出
て
お
り
、興
味
の
あ
る
方
は
、

図
書
館
等
で
ご
覧
下
さ
い
。
写
真

は
渕
上
安
会
員
か
ら
の
提
供
に
な

る
も
の
で
す
。

４
．
夕
焼
け
小
焼
け

　
　
　
　
　
　
作
詞
　
中
村
雨
紅

　
中
村
雨
紅
直
筆
の
書
（
写
真
提

供
：
渕
上
会
員
）

　
中
村
雨
紅
は
現
在
の
上
恩
方
の

宮
尾
神
社
の
宮
司
の
子
供
と
し
て

生
ま
れ
、
二
十
歳
の
頃
、
叔
母
の

〈
は
じ
め
に
〉

　
獅
子
舞
が
好
き
で
恩
方
が
好
き

で
す
。
今
日
の
話
を
き
っ
か
け
に

皆
様
も
獅
子
舞
や
恩
方
、
ひ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
お
住
ま
い
の
地
域
の

歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

１
．
八
王
子
の
獅
子
舞

　「
獅
子
舞
」
は
地
域
の
五
穀
豊

穣
、
雨
乞
い
、
悪
魔
退
散
な
ど
を

祈
願
す
る
神
事
で
す
。
今
で
も
八

王
子
で
は
美
山
（
日
枝
神
社
）、

小
津
（
熊
野
神
社
）、
高
尾
（
熊

野
神
社
、
氷
川
神
社
）、
狭
間
（
御

嶽
神
社
）、
四
谷
（
諏
訪
神
社
）、

上
川
（
正
福
寺
、
今
熊
神
社
）、

上
川
（
田
守
神
社
）、
石
川
（
西

蓮
寺
、
御
嶽
神
社
）
で
実
演
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
四
谷
、
石
川
は
龍

頭
の
舞
。
機
会
を
見
つ
け
て
是
非

ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

２
．
恩
方
地
区
小
津
の
獅
子
舞
太

　
刀
保
存
会
　
獅
子
の
由
来
と
太 

　
刀
（
棒
術
）

「
八
王
子
の
獅
子
舞
と
恩
方
の
歴
史
」

２
０
２
３
年
１
月
20
日
（
金
）

卓
話

八王子指定文化財芸能団体協議会

会   長   山下正男氏

家
で
あ
る
中
村
家
の
養
子
と
な
り

ま
し
た
。
師
範
学
校
を
卒
業
し
、

日
暮
里
の
小
学
校
へ
勤
務
。
そ
の

通
勤
の
た
め
、
恩
方
か
ら
八
王
子

駅
ま
で
歩
い
て
通
い
、（
一
説
で

は
）
そ
の
途
上
、
渕
上
会
員
宅
で

休
息
し
た
折
り
、こ
の
有
名
な『
夕

焼
小
焼
』を
書
い
た
と
の
事
で
す
。

そ
の
証
と
し
て
渕
上
家
に
直
筆
の

書
（
写
真
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

５
．漂
流
怪
人
／
き
だ
み
の
る（
山

　
田
吉
彦
）

　
き
だ
み
の
る
（
本
名
　
山
田
吉

彦
）は
小
説
家
、翻
訳
家
。『
フ
ァ
ー

ブ
ル
昆
虫
記
』
の
翻
訳
な
ど
多
数

の
小
説
、
随
筆
、
翻
訳
が
あ
り
ま

す
。

　
戦
中
戦
後
の
長
い
期
間
、
恩
方

村
の
廃
寺
に
住
ま
い
し
て
い
ま
し

た
。
晩
年
の
行
状
に
つ
い
て
は
、

嵐
山
光
三
郎
の
著
書『
漂
流
怪
人
・

き
だ
み
の
る
』
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
ま
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
本
に
出
て
い
な
い
よ
う
な
地
域

の
歴
史
、
埋
も
れ
た
歴
史
を
知
る

こ
と
は
非
常
に
楽
し
い
こ
と
で

す
。
歴
史
を
知
る
こ
と
は
未
来
を

拓
く
糧
と
な
り
ま
す
。
糧
を
得
れ

ば
元
気
が
出
ま
す
。
元
気
が
出
れ

ば
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
健
康
一
番
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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会長  関 和之

＊
４
／
18
開
催
の
八
王
子
５
ク
ラ
ブ

　
合
同
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
ご
案

　
内
を
配
信
い
た
し
ま
す
。

＊
ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
よ
り
、Ｐ
Ｂ
Ｇ

　
50
周
年
の
ご
案
内
が
再
度
届
き

　
ま
し
た
の
で
テ
ー
ブ
ル
に
配
布
い

　
た
し
ま
し
た
。

＊
１
／
22
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
に
て
オ
ペ

　
ラ
の
催
し
が
あ
り
招
待
券
が
10
枚

　
あ
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
事
務

　
局
に
お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し

　
ま
す
。

＊
年
忘
れ
家
族
例
会
の
時
の
お
忘

　
れ
物
の
コ
ー
ト
を
事
務
局
で
お
預

　
か
り
し
て
お
り
ま
す
。

◇
新
会
員
入
会
式

　
紹
介
者
　
樫
﨑
　
博
会
員

　
水
落
憲
吾
新
会
員

◇
Ｒ
Ｌ
Ｉ
修
了
証
贈
呈

　
山
口
　
覚
会
員

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

　
町
田
修
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
長

　
ス
ピ
ー
カ
ー
　
八
王
子
指
定
文
化

　
財
芸
能
団
体
協
議
会

　
会
長 

　
山
下
正
男
氏

　
テ
ー
マ 

「
八
王
子
の
獅
子
舞
と
恩

　
方
の
歴
史
」

　
ス
ピ
ー
カ
ー
へ
の
謝
礼
贈
呈

◇
閉
会
点
鐘
　
関 

和
之
会
長

◇
司
会
　
三
村
裕
介
会
場
監
督
補
佐

◇
開
会
点
鐘
　
関
　
和
之
会
長

◇
Ｒ
ソ
ン
グ
　
我
ら
の
生
業

◇
お
客
様
の
ご
紹
介

　
八
王
子
指
定
文
化
財
芸
能
団
体

　
協
議
会 

会
長 
山
下
正
男
様

　
新
会
員
　
水
落
憲
吾
様

◇
食
事
と
交
歓
　
洋
食

◇
出
席
報
告
　
宮
澤
徳
光
出
席
委
員

　
会
員
１
０
６
名
中
67
名
出
席
。

　
出
席
率
68
・
37
％
。前
々
回
12
月

　
23
日
の
出
席
率
72
％
は
ク
ラ
ブ
の

　
会
費
を
使
っ
て
実
施
の
為
１
０
０

　
％
に
修
正
し
ま
す
。

◇
ニ
コ
ニ
コ
発
表

　
角
田
昌
己 

財
務
副
委
員
長

◇
会
長
挨
拶
　
関 

和
之
会
長

＊
私
は
恩
方
に
会
社
を
構
え
て
い
ま

　
す
。散
田
か
ら
移
転
し
た
当
初
か

　
ら
は
想
像
が
つ
か
な
い
ほ
ど
宅
地

　
開
発
が
進
み
人
口
も
増
え
て
住

　
み
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。昔

　
は
刀
鍛
冶
が
多
く
金
属
加
工
の

　
メ
ッ
カ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

　
う
か
。住
ま
い
の
あ
る
散
田
は
一

　
都
三
県
で
住
み
や
す
さ
が
一
番

　
と
の
こ
と
で
す
。西
八
王
子
に
誇

　
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

◇
幹
事
報
告
　
榊
田
義
久
幹
事

＊
年
間
予
定
表
で
は
４
／
７
だ
っ
た

　
全
員
協
議
会
を
４
／
14
に
変
更

　
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
決
ま
り

　
ま
し
た
。

＊
会
員
証
の
発
行
を
ご
希
望
の
方

　
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

例
　
会
　
報
　
告

第
２
７
１
４
回
●
２
０
２
３
・
１
・
20
（
金
）

ニ
コ
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス

◆
関
会
長
・
あ
け
ま
し
て
お
め
で

　
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
中
は

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

　
ま
す
。

◆
鈴
木
重
春
・
自
宅
の
新
築
工
事

　
１
月
末
日
に
完
成
予
定
で
す
。

　
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

　
し
上
げ
ま
す
。

◆
田
辺
・
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

　
い
致
し
ま
す
。

◆
三
浦
・
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
小
林
秀
司
・
誕
生
日
の
お
祝
い

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本

　
年
も
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
安
田
・
旧
年
中
は
大
変
お
世
話

　
に
な
り
ま
し
た
。本
年
も
ど
う

　
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
樫
﨑
、森
、馬
場
榮
次
、相
川
、石

　
井
、倉
田
、杉
本
、野
口
、福
山
、

　
石
森
、山
口
、市
川
、大
石
和
春
、

　
大
田
、諸
星
、宮
澤
、神
辺
、福

　
田
、松
島
、三
村
、久
保
、瀬
沼
、

　
田
村
、長
尾
・
明
け
ま
し
て
お

　
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本
年

　
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
塚
本
・
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

　
い
し
ま
す
！
関
会
長
・
榊
田
幹

　
事
、あ
と
半
年
気
を
抜
か
ず
頑

　
張
っ
て
く
だ
さ
い
♡

◇
大
石
和
春
・
今
年
も
お
世
話
に

　
成
り
ま
す
。

◇
橋
本
・
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
）

　
う
ご
ざ
い
ま
す
。火
の
用
心
。

◇
渕
上
・
家
族
例
会
で
の
会
長
賞

　（
空
気
清
浄
機
）あ
り
が
と
う
ご

　
ざ
い
ま
す
。お
陰
様
で
我
が
家

　
の
空
気
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し

　
た
。

◇
伊
藤
・
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

　
う
ご
ざ
い
ま
す
。バ
ー
ス
デ
ー

　
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
金
子
・
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

　
す
。本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し

　
ま
す
。今
月
は
三
祝
い
た
だ
き

　
ま
す
。

◇
明
利
・
誕
生
祝
を
い
た
だ
き
ま

　
し
た
。

◇
末
木
・
誕
生
日
、還
暦
祝
い
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
森
崎
・
関
会
長
ガ
ン
バ
ッ
テ
。

◇
山
本
俊
明
・
あ
け
ま
し
て
お
め

　
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。還
暦
を

　
迎
え
ま
し
た
。

◇
関
会
長
・
水
落
様
の
入
会
よ
ろ

　
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。本
日

　
の
卓
話
、山
下
様
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

◆
樫
﨑
・
新
会
員
水
落
君
が
入
会

　
し
ま
す
の
で
。中
屋
ボ
ク
シ
ン

　
グ
ジ
ム
の
佐
々
木
尽
君
が
１
／

　
15
東
洋
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

　
り
ま
し
た
の
で
。結
婚
祝
い
を

　
頂
き
ま
し
た
の
で
。

◆
黒
須
・
私
が
後
援
会
長
を
し
て

　
い
る
ジ
ム
の
佐
々
木
尽
選
手
が

　
東
洋
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
ま
し

　
た
の
で
。

◆
黒
須
・
妻
と
誕
生
祝
い
を
頂
き

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
日
私
の
誕
生
日
な
ん
で
す
。

◇
石
森
、門
倉
、安
藤
謙
一
郎
、金

　
子
、宮
原
・
新
会
員
水
落
さ
ん
、

　
入
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
相
川
、秋
間
・
妻
の
誕
生
日
プ

　
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
し
た
。

◇
石
井
、馬
場
榮
次
、町
田
・
山
下

　
さ
ん
卓
話
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

　
し
ま
す
。

◇
村
内
、船
江
・
今
年
も
よ
ろ
し

　
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
山
本
正
光
・

◇
水
落
・
本
日
入
会
さ
せ
て
頂
き

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
２
０
２
３
・
１
・
13
（
金
）

●
２
０
２
３
・
１
・
20
（
金
）


